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新年あけましておめでとうございます。年頭にあたり謹んで
新年のごあいさつを申し上げます。
昨年８月の市長選挙におきましては、市民各位より力強いご

支援を賜り、引き続き、市長として今後４年間の市政を任せて
いだたくこととなり、改めて身の引き締まる思いです。
さて、本市は、今年で市制施行48周年を迎え、人口も４万８
千人を超える規模となりました。時代の変遷とともに新たに発
生する諸課題に対しては、積極果敢に立ち向かい、この高浜市
を未来へとつなぐため、市政運営にあたってまいりました。
とりわけ、喫緊かつ最も重要な課題と位置付け、全国に先ん

じて取り組んできた公共施設の更新においては、今後とも真正
面からしっかりと推し進めていくとともに、未来へ向けての投
資として、次に掲げる政策を進めてまいります。
まずは、整備が進む豊田町に続く工業用地の創出、民間企業

の設備投資の促進や雇用機会の拡大など、産業振興を通じて持
てる資源を最大限に活用し、新たな財源の確保に取り組んでま
いります。
また、子どもたちが夢と希望を持ち、未来に力強く羽ばたく

ことのできる環境を整えるため、12年間の学びや育ちをつなげ
るという目標に向けて、これまで以上に教育政策の充実強化を
図り、教育を地域全体で包み込んで顔が見える地域づくりの実
現を図るとともに、プログラミングや英語教育などにも高浜ら
しい取組みを進めてまいります。
このほか、安全で安心なまちの実現に向けて、地域や企業と

連携して防犯・防災力の強化を図るとともに、誰もが、その人
らしく、いつも笑顔でいられるよう、福祉・医療施策として、
相談支援体制の充実と生涯現役のまちづくり、地域包括ケアシ
ステムの構築を進めてまいります。
今後とも、将来都市像「思いやり　支え合い　手と手をつな

ぐ　大家族たかはま」の実現に向け、未来に向けた不断の取組
みを決して止めることなく、この高浜市をしっかりと次世代に
つないでまいります。
おわりに、新春の門出にあたり、市民の皆さまのご健勝とご

多幸をご祈念申し上げ、新年のごあいさつといたします。

年頭にあたって
高浜市長　吉　岡　初　浩
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新年あけましておめでとうございます。日ごろより市政なら
びに市議会に対しまして、温かいご理解とご協力を賜り、厚く
お礼申し上げます。
さて、昨年を振り返りますと、ここ何年か続いている自然災
害や少子高齢化に伴う介護、認知症といった問題が相変わらず
取りざたされています。また、テレビでは、心の問題、身体の
問題に関する健康番組を毎日のように、どこかのチャンネルで
取りあげています。
一方、スポーツ界では、若いアスリートたちが日本を飛び出
して世界で活躍しております。また、愛知県人の藤井四段が、
将棋界の最年少での連勝新記録を打ち立てたり、沖ノ島の世界
遺産登録、眞子さまのご婚約など、うれしいニュースも聞かれ
ましたし、トヨタとマツダが業務提携を行い、名古屋ではＪＲ
ゲートタワーや新バスターミナルがオープンするなど、この地
方では新しい躍動の息吹が強く感じられます。
高浜市では、新庁舎が稼働してから１年が経過しました。私
たちの活動の場である議場も、多目的型の利用が可能になりま
した。市役所へおいでになった皆さまには一度で用事がすむよ
う努められており、高浜高校生と市内企業のコラボレーション、
住民対話型ＡＩ実証実験への参加、豊田町地区の工場用地の造
成もされています。
本年は、第６次総合計画の仕上げである後期基本計画４年の
スタートの年となります。また、公共施設のあり方検討も継続
されており、高浜小学校等整備事業で校舎の本体工事が昨年末
に起工され、これから本格的に進んでまいります。
これからの社会は経験則が通用せず、未知の領域を進まなけ
ればいけないと言われています。私ども市議会も二元代表制の
権能を十分に発揮し、多くの企業が新たな分野にチャレンジす
るように議会改革を常に考え、市民の皆さまの負託に応えるべ
く、少しでも明るい高浜の未来をお示しできるように努めてま
いります。
最後に、市民の皆さま方のご健勝とご多幸をお祈りいたしま
して、年頭のごあいさつとさせていただきます。

新年のごあいさつ
高浜市議会議長　杉　浦　辰　夫


